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大学におけるESDの課題
①持続可能性をベースとした研究/学問の再構成

総合科学(環境、経済、社会、文化）の再考/ 開発性科学から持続性科学へ

②持続可能性をベースとした教育の革新
価値による牽引/行動変容を促す学び/ 参加型学習の推進等/ カリキュラムの革新

③グローバルコンテキストを意識した教育・研究
MDGｓの視点/国際連携/世代内・世代間公正

④ローカルコンテキストを意識した教育・研究
持続可能な地域づくり

⑤ESD指導者の養成
ESDリテラシー/新たな職域の創出（コーディネーター、ファシリテーター）、
教員前教育・教師教育（研修）

⑥持続可能性のプラットホーム
学内外におけるプラットホーム

• CRとしてのESD
• カリキュラム/サステナブル・キャンパス
• 社会（地域）・ステークホルダー間連携

ESD主要ステークホルダー（企業、行政、NGO/NPO、学校）

タイ
チェンマイ大学
ISDEP(NGO)
ピン川保全協会（NGO)

東南アジア
ASEAN
UNESCO
UNEP

南太平洋
SPREP
南太平洋大学

ESD研究センター：国際的連携

中国・韓国・台湾
北京師範大学
延世大学
台湾師範大学、他

英国
グロースター大学
プリマス大学

ドイツ
リューネブルグ大学

世界
UNESCO本部

米国
フロリダ・ガルフコースト大学

スウェーデン
ウプサラ大学
ゴットランド大学

注：大学間連携は除く

ESD研究センター：国内・地域連携

地域：池袋
豊島区

池袋西口商店街

国内
環境省
石垣市

八重山郡竹富町
竹富町竹富中学校

石垣市立富野小学校
全日空

日プラ（株）
沖縄タイムス

（株）日立プラントテクノロジー
サンシャイン国際水族館

開発教育協会


